くして おけば 逃げ出す 心配 はない と 単純に 考えて、 そ 

の 間に 交番へ かけつけて f 部 一 什 を 巡査に 訴えた のか 

も 知れない。 そうだと すると 彼 は 電車 道までの 帰りが 

けに、 急 をき いて 現場へ かけつける 巡査と すれちがつ 

たの かも 知れない ことになる —— 考えた だけで も 彼 は 

背筋が 寒くな つ た。 

—— それにしても あの 女 は かわいそうな こと をした 

もの だ —— 彼の 頭 は 急に 別な こと を 考え はじめた。 

うえの ひろこうじ しんめい ちょう にわか 

上野 広小路で 神明 町 行きに 乗り かえてから、 俄に 混 

雑して 来た 電車の 中で、 彼 は 過去 二 年間に またがる、 

被害者との 関係 を 次から 次へ と 回想し はじめた。 



る。 

大宅は 十数 人の 女給の 中で、 どういう わけ か 光子 を 

崇拝の 対象と してえ らんだ。 彼女 は 別に 他の 女給に 比 

してす ぐれた 点 を もってい たわけで はない が、 笑う と 

え なま 

き 両頰に 笑く ぼが できる ことと、 滑らかな 関西 訛りと 

が ことによると 大 宅の 気に いったの かも 知れぬ。 が 実 

は大宅 自身に だって、 なぜ 特に 彼女が 気に入つ たかと 

いう 理由 はわから なかった の だし、 そんな こと はわ か 

ら ぬのが 当然で もあった の だ。 

はじめの うち は、 大宅 は、 毎週 土曜日に 必ず、 大正 

軒の 一 つの テ ー ブル II それ も 大抵 他の 客が 既に 占領 



しま 

の 島まで 遊びに 行った こと もあった。 とはいえ その 時 

だって、 彼 は、 汽車に 同席した という だけで 手先 や 膝 

がふれ あう のさえ、 不必要に 用心して 彼の 方で さけて 

いた 位だった。 

外部に あらわれた 二人の 関係 はこん なに 淡い もので 

あつたが、 心の中 はそう ではなかった。 三 四 郎には 光 

子の あらゆる 部分、 あらゆる 動作が 美しく、 高貴に、 

なみなみならぬ ものの ように さえ 見えた。 ある 時の 如 

き は、 大正 軒の 前まで 来て、 急に 彼女に あう のがき ま 

り わるくな つ て 引き返した ことす らもあった。 

三 四郎が 大学 を 卒業して X X 省 書記に 採用され て か 



らま もない ある 土曜日の 晚 であった。 恰度 四月の こと 

で 大正 軒の 広間に は 造花の 桜が 一 ぱい 咲き乱れ ており、 

シャン デリ ャは 部屋 一 ぱいに 豊満な 光 を 投げて いた。 

えり しんちゅう 

白い エプロンの 襟に 真鍮 の 番号札 をつ けた 光子 は、 

三 四郎の そばに 立って 一 寸 あたりに 気 をく ばりながら 

低声で 言った。 

「 妾 近いうちに ここ を やめようと 思う の」 

ほろ よ ^ 

芳醇な カク テ— ル にほんの リ微 酔して いた 三四郎 は、 

「そり や 困る ね。 君が 居 なくなつ ちゃ 僕の 生活 はァメ 

リカ 無しの コロン ブス 同然 だよ」 と 彼 は ドスト ェ フス 

じょうだん 

キ ー の 文句 を ひいて 不良少年 じみた 冗戯 口調で 言つ 



「な あに、 君の 方 さえよ ければ、 僕 は 是非そう さして 

貰いたい 位 だ」 

こうして 光子 は カフェ を やめる ことにな つたので あ 

る。 大宅は 実際 月 三十 円の 負担と、 一 人の 女性 を奴隸 

状態から 救 つたと いう、 人道主義者 的の 誇りとの 交換 

を 後悔して はいなかった。 その 日から 大 宅の 生活 は 一 

層 ひきしま つ て 彼 はふ わ ふわした 女性 崇拝 主義者から、 

堅実な 青年に 一変した のであった。 それまで だって、 

ちちろん 

二人の 間の 関係 はきれ いなもので はあった が (勿論 心 

の 中まで 彼が ピ ュ —リ タンであった わけで はない が) 

その後 は 益々 きちょうめん になって、 光子が 山吹 町の 



路地に 六 畳に 三 畳の 借家ず まい をす るよう にな つ て か 

ら 今まで、 手紙の 往復 以外に、 二人が 直接 会った こと 

は 今夜と でも 三度し かなかった 位で ある。 金で 女に 恩 

を 売った ように 思われる こと を 極度に 警戒して 彼 は 避 

けて いたの だ。 

一 一人の これまでの 関係 を 知って いるもの —— 或は 誤 

解して いるものと 言った 方が 適当 かもしれ ぬ —— は 世 

界 中に 一 人し かない —— 少なくも 大宅 はそう 信じて い 

た。 それ は、 大 宅が 役所へ つとめてから 間もなく &舎 

いいなずけ よしこ 

の 女学校 を 出て 上京して きた、 許嫁の 嘉 子だった。 

大 宅は嘉 子と 同棲す る 前に、 そうする のが 義務で ある 



がふみ こんで 来たので はない かと 思って ひやりとした。 

—— 嘉 子が 果して 犯人だろう か？ —— この 疑い は 

特に 彼 を 苦しめた。 

女と いう もの は 異常な 場合に は 異常な こと をし 

兼ねない 性質 を もっている。 特に 愛する 男の ために は、 

想像 もで きないよ うな 残忍性 を 発揮す る ことがある I 

I とり わ け —— 彼はバ ルザ ックの 言葉 を 思 い 出した I 

I 女と いう もの は、 一度 別の 女の ものであった 男 を 愛 

する 場合に は、 全力 を 賭して 戦う もの だそう である。 

しかも、 彼女の 場合が ちょうど それに あたる ではない 

力？ 



拠 をの こして おいた の を 幸いに、 自分です ベての 罪 を 

きて やろうかと も 考えた。 しかし、 そんな こと をした 

ところで 嘉 子の 身 は 矢張り 破滅 だ。 彼女 は、 自分に 罪 

をき せて だまって いるよう な 女で はない。 矢っ張り こ 

のま ま 何事 も わからず、 闇から 闇に 葬られて しまえば 

よいが な あ —— 

彼が 妄想に ふけっている うちに、 いつのまにか 眠つ 

ていたら しい 嘉 子の 唇が その 時 突然 動いた。 

「許して 下さい、 光子さん。 あ ー れ、 光子さん II 」 

三 四郎は 飛び 上る ほどび つくりして、 

「どうしたんだ、 おい」 



彼女 はま だ 恐ろし さに ふるえて いた。 三 四郎も 恐ろ 

しさに ふるえた。 恐怖に とらわれて 一 一人 は 思わず 顔 を 

ぎょうそう さら 

見 あわせた。 そして、 相手の 形相 を 見て 更に ふるえた _ 

恐ろしき 夜 は 刻々 に ふけて 行った。 一 一人 は 無言の まま 

夜の あける の を 待って いたが、 二人とも 明けが たに 

なって、 うとうとと まどろんだ。 

翌朝、 先に 床 を はなれた 嘉子 は、 玄関に 投げ こんで 

あった X X 新聞の 社会面 を 見た とき、 もう 少しで 卒倒 



すると ころ だ つた。 

うし ごめ 

「昨夜 牛 込 山吹 町の 惨劇」、 「被害者 は 妙齢の 美人、 犯 

まじ 

人の 目星つ く」 という 初号 活字 を 交えた 四 段 抜き 三 行 

の 標題で 次の ような ことが 記されて あった。 

「昨夜 十 一 時、 牛 込 区 山吹 町 X X 番地 朝 吹 光子 (一一 一一) 

は 何者か のために 胸部 を 短 刀 で 突き刺さ れ て 惨殺 さ れ 

てお るの を 発見され た。 所轄 XX 署ょリ は、 直ちに 数 

名の 警官 出張し、 警視庁 はた だ ちに 管下に 非常線 を 張 

りて 犯人 厳探 中で ある。 臨検の 警官 は 既に 有力な 証拠 

品 をつ かんだら しく、 深夜 にも拘らず X X X 署を 捜査 

本部と して ある 方面に 活動 を 開始した 模様で あるから、 



おられた と いう ことです わ」 

「被害者の 懐中より 一 通の 封書と 一 通の 電報と が 発見 

された。 封書の 差出人 は 単に o 生と あるの みで あるが、 

被害 前日の 日附 にて、 『明日 夕方 帰りに 寄ります』 と 

いう 文句が 認められて あり、 用箋に は XX 省の 用箋 

が 使用して あった。 大正 軒 女給の 言った 大宅 某と 同一 

人で あろうと 記者 は 察する。 電報 は、 名 古屋駅 発信で、 

発信 時刻 は 当日 午前 七 時 二分、 受信 八 時 二十 分で 電文 

は 『キ ユウ ヨウ ァリ チュウ ォゥ セン ニテ マツ モトへ ュ 

キ アスア サイ イダ マチック キミ』 となって いる。 電文 

の 末尾に ある キミと は 請負師の 木 見の ことで はな かろ 



新聞の 記事 は 大体 以上の ような ものであった。 嘉子 

は 靴のと ころ を 読んだ ときに 思わず、 昨夜 大 宅が 玄関 

に 脱ぎす てた ままに なって いた 靴に 目をやった。 それ 

はま だ 買いた ての 新しい 靴で ある ことが 一 目で わかつ 

た。 

—— 靴 II ズ ボ ン の 血 —— X X 省の 用箋 —— 大 宅— 

I 嘉子は 咽喉が つまって ものが 言え なくなった。 

「おい、 新聞 を 貸して 御覧」 

いつのまにか、 三 四郎も 起きて、 嘉 子のう しろに た つ 

ていた。 嘉子は 思わず 新聞 を かかえた。 

「お見せと いうに、 何 か 出て るんだ ろ」 



その 朝 私立探偵 上野 陽太郎 は、 マドロス パイプ をく 

やらい しきいし みち 

わえ ながら、 矢来の 通りの 舗石 道 を 大股に 歩いて いた。 

彼 は 必要の ない 時には 何も 考えないで 出来るだけ 頭 を 

休めて おくと いう こと を モット— としてい たので、 今 

も それ を 忠実に 実行して いるら しかった。 

朝の 新聞で 光子 殺害の 記事 を 見て、 彼 は 大急ぎで 山 

吹 町の 兇行の 現場へ かけつけ、 約 二十 分 ほどの 間、 現 

場 を 精細に 観察したり、 見張りの 警官に 一 一三 質問した 

リ して その 場 を 引き上げ、 これから 今度の 事件の 捜査 

本部に な つてい る X X X 警察署へ 行く ところな の だ。 

現場の 視察から は 彼 は 新聞紙に 報道され ている 以外に 



は、 何等 新しい 証拠 をつ かめなかった らしく、 ただ 古 

新聞 を 一 葉 拾って 来た だけだった。 

「何 かかわった ことが 見つかりました かね？」 

さ さ き 

上野の 名刺 を もって 出て 来た X X X 署の 佐々 木 警部 

に 向って、 彼 は 一 寸 パイプ を 口から はずして たずねた。 

「そうです なご と 佐々 木 警部 は 相手に も 称 子 をす す 

お 5 お もむ 

めながら、 自分 も 椅子に 腰 を 下して 徐ろに 言った。 

「例の 手紙の 差出人が やっと わかりまして ね、 これ か 

ら 検挙に 向う と ころです」 

「すると 差出人 は 新聞に 出て いたのと はちが うんです 

な？」 



「そういう わけで もない のです が、 何しろ 相手が 官吏 

ですからな、 XX 省へ 行って、 本人が 果して 実在の 人 

物 か 否か を しらべ、 本人の 自宅 の 番地な どもき き た だ 

さねば ならず、 筆蹟な どもよ くくらべ て 見て、 愈々 そ 

れ にちがいない こと をた しかめる に は、 新聞記者が あ 

てず つ ぼうに 書きなぐる の と は ひまが か かる 点 は 認め 

ていた だきたい ですな」 

「で その 大宅 という 男に 嫌疑が かか つ ている わけです 

な？」 

「まあそう です。 」 

「ほかに 何 か 新しい 材料 は？」 



屍体が 発見され た 時から 手紙 類 は 一 つも はいって いな 

かった のです か？」 

「そうです」 

上野 は ポケットから 一 葉の 古新聞 をと リ 出して 警部 

に 渡した。 

「現場で これ を 拾って 来たので すがね、 何 かの 参考に 

なる かも 知れません からお 渡しし ときましょう」 

佐々 木 警部 は 小さく 折って 折り目の 大分 すれて いる 

XX 新聞 を、 大急ぎで ひろげて ずっと 標題に 眼 をと お 

しながら 言った。 

「昨日の 新聞です ね、 これ は、 何 か 変った ことで もで 



むぎわら かぶ 

こう 言いながら 上野 探偵 は 麦藁帽子 を 被って、 急い 

でお もてへ 出た。 

七 

ま 

上野 は 駅へ つくと 先ず 売店で 旅行 案内 を 一 冊 買った _ 

待合室に は 二人の 知り あいの 刑事が、 一人の 若い 女 

と 笑いながら 何 か 話して いたが、 上野の 姿 を 見る と、 

た じき 

「あつ 上野 先生 だ」 と 言いながら 起ち あが つ てお 叩頭 

をした。 

「貴女が 百合 子さん です ね？」 探偵 は 女の 方へ むきな 



様子 を 見て いたまえ、 僕が 署長に は 伝えて おくから そ 

の 点 は 心配ない よ。 だが 抵抗す るか も 知れん から、 用 

心して 四 人位で かかる がいいよ。 百合 子さん はどう も 

御苦労でした。 さあ これから 私たち は 本部へ 帰り ま 

しょう」 

飯 田 町 駅から 二 台の タキ シ ー が 飛んだ。 一台 は 山吹 

町へ、 一台 は X X X 署の 方向へ。 上野 は タキ シ— の 中 

で、 非常に 敏捷に 旅行 案内の ぺ ー ジを めくって、 しき 

りに 手帳に 数字 を 写し 取って いた。 

自動車が 署の 前で とまると、 上野 は 急いで とびおり 

て 佐々 木警 部の 室へ かけこんだ。 



「大宅 はもう つれて 来ました か？」 

「もう 帰って来る 時分です」 と 佐々 木 は 柱時計 を 見な 

がら 答えた。 上野 はいそいで 言葉 をつ づけた。 

「木 見と いう 男 は 山吹 町へ 行きました から、 貴方の 部 

下の 刑事た ちに 様子 を 見せに やりました。 大成功です 

よ。 もう 三十 分のう ちに 犯人 は 逮捕されます」 

「いや、 もう 既に 逮捕されて しまって いるので す、 ほ 

ら 帰つ て 来ました」 

一 台の 自動車が X X X 著の 構内へ 徐行して はいつ て 

来た。 中から は 私服 刑事が 四 五 人 も ぞろぞろ 出て 来た。 

一 番 あとから、 真 蒼な 顔 をして おりて 来たの は 大宅三 



「しかし、 何故 あの 男が 光子 を 殺した のでしょう？」 

「それ は 調べて 見ねば わかりません ね。 しかし ことに 

よると、 被害者が あの 男の 現在の 秘密 か 旧悪 か を 知つ 

ている ので、 どうしても 生かして おくわけ に ゆかない 

破目に なって いたの かも 知れません よ。 あの 男 はこの 

事件 以外に も 思い もよ らん 泥 を 吐く かも 知れん と 私 は 

思います ね。 いずれにしても 犯罪が 非常に 計画的です 

から、 色情 関係 じ やな かろうと 思います」 

佐々 木 警部が、 上野 探偵の 明鏡の 如き 推理に すつ か 

り 説服され てし まって、 彼 を X X X 署の 入口まで 送り 

出して 来たの は それから まもなくであった。 上野 探偵 



が X X X 署の門 を 出る とき、 すれ違いに 木 見 を 乗せた 

自動車が 同署の 構内に はいった が、 彼 はもう そんな も 

のに は 興味がない といった 風に 見向き もしないで、 マ 

ドロス パイプ を くわえた まま、 い つもの 無念無想の 歩 

み をつ づけて 行った。 

XXX 

X 

上野 探偵からの 知らせで、 XXX 署の 前まで 三四郎 

の 釈放され るの を 迎えに 来て いた 嘉 子が、 著の 構内 か 

ら 出て 来る 未来の 夫の 姿 を 見出した の は その 日の 夕方 

近く だ つ た。 一 一人 は 感慨無量で しばらく 無言の まま 顔 
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